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⑫
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０
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朔篇;
自

`
励ィ

:

自ジ唐
突
で
す
が
、
最
近
私
は
良
く
同
じ
質

問
を
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
は

「オ
タ
ク
は
、

狙
撃
さ
れ
た
警
察
庁
の
國
松
長
官
と
は
親

戚
で
す
か
。
」
と
言
う
も
の
で
す
。
お
答

え
し
ま
し
ょ
う
。
全
く
関
係
有
り
ま
せ
ん
。

何
と
も
騒
々
し
い
ご
時
世
で
す
。
こ
う

し
た
状
況
下
、
私
共
の
執
行
部
は
、
関
係

各
位
の
暖
か
い
ご
支
援
の
も
と
、
何
と
か

無
事

一
年
を
乗
り
切
り
、
二
年
目
を
迎
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

昨
年
度
は
レ
ギ

ュ
ラ
ー
の
事
業
の
他
、

当
会
の
担
当
で
関
ブ
ロ
大
会
の
開
催
、
思

い
も
依
ら
な
か
っ
た
あ
の
阪
神
大
震
災
ヘ

の
対
応
等
々
、
何
か
と
忙
し
い
年
で
し
た
。

特
に
阪
神
大
震
災
に
関
し
て
は
、
何
分
、

我
々
が
未
だ
か
っ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
大
災
害
で
あ
り
、
当
初
は
当
会
と
し
て
、

ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
大

変
当
惑
し
ま
し
た
が
、
会
員
、
Ｏ
Ｂ
諸
師

へ
の
義
援
金
の
依
頼
、
救
援
托
鉢
、
救
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
活
動
を
通
し
て
甚
だ

さ
さ
や
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
復
興
へ
向

け
て
の
救
援
活
動
の

一
端
を
担
わ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
関
係
各
位
に
は
、
こ
の

一
連

の
救
援
活
動
に
際
し
、
物
心
両
面
に
渡
り
、

多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
有
り
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
紙
面
を
借
り
て
、
改

め
ま
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
も
う

一
点
、
会
員
各
位
に
は
御

礼
を
申
し
上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

の

場

と

し

て
」

年

代
神
書

夏

國

松

俊

康

ま
す
。
決
し
て
粗
末
に
せ
ず
、
必
ず

一
度

韓
「
を
通
し
ま
し
ょ
う
）
を
パ
ラ
パ
ラ
と

絡
い
て
い
る
と
、
前
光
明
寺
御
法
主
故
藤

吉
慈
海
大
僧
正
台
下
が
十
年
程
前
の
浄
青

神
奈
川
に
寄
せ
ら
れ
た

「浄
青
に
期
待
す

る
」
と
言
う

一
文
が
目
に
止
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
中
で
台
下
は
善
導
大
師
の

「日
没
無

常
偶
」
よ
り

各
聞
教
健
有
力
時

自
策
自
励
求
常
住

の

一
節
を
引
用
さ
れ
、
「何
時
ま
で
も
煮

え
き
ら
な
い
で
ふ
ら
ふ
ら
す
る
な
。
若
い

う
ち
に
こ
そ
常
住
な
る
も
の
、
つ
ま
り
永

遠
な
る
真
理
が
自
分
の
も
の
と
な
る
ま
で

自
策
自
励
す
べ
き
で
あ
る
。
」

（要
旨
）
と

我
々
青
年
僧
を

一
喝
さ
れ
て
い
ま
す
。
簡

潔
な
文
章
な
が
ら
、
読
ん
で
い
て
思
わ
ず

居
住
ま
い
を
正
し
た
く
な
る
よ
う
な
、
い

か
に
も
藤
吉
台
下
ら
し
い
胸
の
す
く
薫
陶

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
同
時
に
私
に
と

っ

て
は
何
と
も
耳
の
痛
い
お
言
葉
で
す
。
皆

さ
ん
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
「自
策
自
動
求

常
住
」
し
て
い
ま
す
か
。

こ
こ
で
私
ご
と
き
が
、
改
め
て
台
下
の

文
章
を
引
用
さ
せ
て
頂
い
た
の
は
、
私
も

含
め
て
多
く
の
青
年
僧
が
安
易
な
方
向

へ

ふ
ら
ふ
ら
と
流
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
か
ら
で
す
。
そ
し
て
何
よ
り
も

浄
青
活
動
が
、
あ
な
た
の

「自
策
自
動
求

常
住
」
の
場
で
あ
れ
ば
と
願
う
か
ら
で
す
。

皆
さ
ん
今

一
度
自
己
点
検
を
お
願
い
し

ま
す
。
そ
し
て
、
思
い
当
た
る
節
が
あ

っ

た
な
ら

一
緒
に
自
策
自
動
し
ま
し
ょ
う
。

周
知
の
様
に
本
年
度
よ
り
関
ブ

ロ
会
費
が

一
人
に
付
き
五
百
円
の
値
上
げ
と
な
り
ま

し
た
。
と
同
時
に
当
会
の
会
計
状
態
も
決

し
て
余
裕

の
有
る
も

の
と
は
申
せ
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
本
年

度
よ
り
当
会
会
費
を
千
円
値
上
げ
し
て
頂

く
こ
と
を
本
年
度
総
会
に
於
い
て
ご
審
議

願
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
有
り
難
く
も
ご
承

認
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
会
員
各

位
に
は
ご
負
担
増
と
な
り
甚
だ
恐
縮
に
存

じ
ま
す
が
、
何
卒
お
察
し
の
上
、
ご
了
承

の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
ｃ

さ
て
本
年
度
は
、
関
ブ
ロ
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
、
全
浄
代
表
者
研
修
会
、
関
ブ

ロ

三
大
本
山
別
時
念
仏
会
を
神
浄
青
の
担
当

で
開
催
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
他
、
明
春

に
は
海
外
研
修
な
ど
も
計
画
し
て
お
り
、

何
と
も
シ
ン
ド
イ

一
年
と
な
り
そ
う
で
す
。

会
長
と
し
て
運
が
良

い
の
か
悪

い
の
か

（イ
イ
ワ
ケ
ガ
ナ
イ
ー
↓
は
判
り
ま
せ
ん
が
、

い
づ
れ
に
し
て
も
皆
様
の
お
力
添
え
な
く

し
て
、
こ
の
難
局
を
乗
り
切
る
こ
と
は
到

底
不
可
能
で
す
。
ど
う
か
本
年
度
も
会
員

各
位
の
諸
事
業

へ
の
積
極
的
な
ご
参
加
、

ご
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
原
稿
を
書
く
に
当
た

り
、
何
か
良

い
ネ
タ
は
な
い
も
の
か
と
、

昨
年
刊
行
さ
れ
た

「神
浄
青
二
十
周
年
記

念
誌
」

↑
」
れ
は
Ｎ
編
集
長
の
意
欲
作
で

あ
り
、
且

つ
膨
大
な
費
用
が
掛
か

っ
て
い

４
月
２４
日
　
神
浄
青
定
期
総
会

５
月
１０
日
　
第
１
回
理
事
会

６
月
１
日
　
機
関
紙
発
刊

６
月
１２
～
‐３
日
　
埼
玉
教
区

第
２３
回
関
ブ
ロ
総
会

及
び
研
修
会

７
月
４
日
　
開
山
忌
前
清
掃
奉
仕

７
月
４
日
　
第
２
回
理
事
会

７
月
２９
～
３０
日
　
夏
期
僧
堂
手
伝
い

８
月
２９
～
３０
日
　
長
崎

第
２５
回
全
浄
中
央
研
修
会

９
月
上
旬
　
第
３
回
理
事
会

９
月
１２
日
　
神
浄
青
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

１０
月
９
日
　
十
夜
前
清
掃
奉
仕

１０
月
９
日
　
第
４
回
理
事
会

１０
月
１４
日
　
十
夜
法
要
手
伝

・
十
夜
街
頭
伝
道

１１
月
１５
～
‐６
日
　
神
奈
川

第
１３
回
関
ブ

ロ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

１１

月

２９

～

３。

日第
２０
回
全
浄
代
表
者
研
修
会

‐２
月
中
旬
　
第
５
回
理
事
会

及
び
神
浄
青
忘
年
会

１
月
２５
日
　
御
忌
別
時
念
仏
会

２
月
中
旬
　
第
２．
回
全
浄
代
表
者
研
修
会

２
月
中
旬
　
第
６
回
理
事
会

２
月
下
旬
　
他
宗
団
見
学

（海
外
研
修
）

３
月
下
旬
　
第
７
回
理
事
会
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「第
一
回

神
浄
青
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」？

三
浦
組
　
吉
水
　
祥
史

神
浄
青
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
九
月
二

十
日
に
武
山
球
場

で
行
う
予
定
で
し
た

が
、
前
日
の
雨
で
使
用
で
き
な
く
な
り
三

浦
市
体
育
館
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
参

加
者
７０
数
名
で
開
催
し
た
。
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
が
中
止
の
場
合
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
変

更
す
る
の
は
初
め
て
な
の
で
ス
タ
ッ
フ

一

同
準
備
に
と
ま
ど
い
な
が
ら
ゲ
ー
ム
内
容

を
考
え
普
通
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
は
違
う

ゴ
ム
ボ
ー
ル
を
使
い
コ
ー
ト
も
半
分
の
面

積
で
時
間
制
で
得
点
の
多

い
チ
ー
ム
を
、

勝
ち
と
す
る
ル
ー
ル
で
行

っ
た
。
Ａ
ブ
ロ

ッ
ク
４
チ
ー
ム
、
Ｂ
ブ

ロ
ッ
ク
４
チ
ー
ム

で
総
当
り
で
激

し
い
戦

い
が
展
開
さ
れ

た
。
最
初
は
ボ
ー
ル
を
追
う
の
が
精

一
杯

だ

っ
た
が
時
間
が
た
つ
に
つ
れ
慣
れ
て
く

る
と
豪
快
な
ス
パ
イ
ク
が
飛
ぶ
回
転
レ
シ

ー
ブ
で
ボ
ー
ル
を
ひ
ろ
い
ブ
ロ
ッ
ク
で
相

手
の
ボ
ー
ル
を
防
ぐ
Ｖ
リ
ー
グ
顔
負
け
の

試
合
に
な
り
好
プ
レ
ー
珍
プ

レ
ー
が
続
出

し
愉
快
な
大
会
に
な

っ
た
と
思
う
。
結
果

は
Ａ
ブ

ロ
ッ
ク
ー
位
の
小
田
原
組
と
Ｂ
ブ

ロ
ッ
ク
ー
位
の
鎌
倉
組
で
決
勝
戦
と
な
り

３
点
差
で
小
田
原
組
が
優
勝
し
た
。
懇
親

会
で
は
各
賞
の
発
表
が
あ
り
最
優
秀
賞
に

は
年
令
を
感
じ
さ
せ
な
い
軽
や
か
な
動
き

で
チ
ー
ム
を
優
勝
に
導

い
た
戸
松
上
人
に

輝
い
た
。
爆
笑
の
懇
親
会
の
後
翌
日
の
全

身
筋
肉
痛
を
予
感
じ
つ
つ
解
散
し
た
。

港
北
組
　
平
元
　
正
法

ご
周
知
の
通
り
、
去
る

一
月
十
七
日
早

朝
、
神
戸
地
方
を
中
心
に
戦
後
最
大
級
の

地
震
が
襲
い
五
千
人
を
上
回
る
死
者
と
未

曾
有
の
被
害
を
出
し
た
ｃ
苦
薩
の
道
と
し

て
と
り
あ
え
ず
募
金
活
動
を
し
よ
う
と
い

う
意
見
で
ま
ず
連
絡
を
と
り
合
い
、
参
加

で
き
る
メ
ン
バ
ー
を
確
認
し
た
。
で
き
得

る
限
り
早
急
に
と
い
う
こ
と
か
ら
、
十
九
、

二
十
日
両
日
、
Ｊ
Ｒ
新
横
浜
駅
前
に
て
、

改
良
服
に
て
常
念
仏
を
し
な
が
ら
の
募
金

と
な

っ
た
。
時
間
帯
を
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、

Ｏ
Ｌ
の
帰
宅
す
る
夕
刻
六
時
半
か
ら
八
時

頃
ま
で
と
設
定
し
、
学
生
、
外
国
人
を
含

む
多
く
の
方
々
か
ら
募
金
を
頂
い
た
。
気

温
僅
か
三
度
、
寒
風
身
に
し
み
る
中
計
十

五
万
円
を
超
え
る
義
援
金

が
集
ま
り
、

「
日
本
赤
十
字
社
」
を
通
し
て
被
災
地

へ

贈
ら
せ
て
頂
い
た
。
尚
参
加
者
は
八
名
で

あ

っ
た
。
尚
、
横
浜
市
と
神
戸
市
は
姉
妹

都
市
関
係
に
あ
り
、
と
に
か
く
早
め
に
活

動
し
た
い
と
の
主
旨
か
ら
、
港
北
浄
青
と

し
て
行

っ
た
こ
と
を
ご
理
解
願
い
た
い
。

平
成
七
年
二
月
四
日

（土
）
神
浄
青
会
員

に
よ
り
、
鎌
倉
駅
前
に
て
阪
神
大
震
災
救

援
募
金
が
行
な
わ
れ
、
お
∞
８̈
∞
円
が
全

浄
を
と
お
し
て
被
災
地

へ
送
ら
れ
た
。

.兆
勒た瞼

◆
平
成
６
年
度
　
神
浄
青
事
業
報
告

４
月
２３
日
　
花
ま
つ
り
愛
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

平
成
６
年
度
神
浄
青
定
期
総
会

関
プ

ロ
実
行
委
員
会

５
月
９
日
　
第
１
回
理
事
会

６
月
７
～
８
日
　
第
２２
回
関
ブ

ロ
総
会
並

研
修
会
　
神
奈
川
担
当

箱
根
湯
本
河
鹿
荘

６
月
１０
日

　

「浄
青
神
奈
川
２‐
号
」
発
行

７
月
４
日
　
開
山
忌
前
清
掃
奉
仕

第
２
回
理
事
会

７
月
２９
～
３０
日
　
教
区
夏
期
僧
堂
手
伝
い

８
月
２９
～
３０
日
　
第
２４
回
全
浄
中
央

研
修
会
　
宇
奈
月
温
泉

９
月
２
日
　
第
３
回
理
事
会

浄
青
神
奈
川
２０
周
年
記
念
誌
発
行

９
月
３０
日
　
神
浄
青
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

並
懇
親
会
　
一二
浦
浄
青
担
当

（雨
天
の
為
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
）

１０
月
７
日
　
十
夜
前
清
掃
奉
仕

第
４
回
理
事
会

１０
月
１４
日
　
十
夜
法
要
手
伝
い

十
夜
街
頭
伝
道

（港
北
、
港
南
）

１１
月
２４
～
２５
日
　
第
１２
回
　
関
ブ

ロ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（茨
城
教
区
担
当
）

‐２
月
１５
日
　
第
５
回
理
事
会

１
月
２５
日
　
御
忌
別
時
念
仏
会

２
月
４
日
　
阪
神
大
震
災
救
援
托
鉢

２
月
１６
日
　
第
６
回
理
事
会

３
月
８
～
‐０
日
　
阪
神
大
震
災
救
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

４
月
７
日
　
第
７
回
理
事
会



一一一一

一
第

２２

回

関

ブ

ロ

大

会

報

告

実
行
委
員
会
総
務
部
部
長

〓蒲
組

杉
浦
　
定
徳

第
２２
回
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
浄
土
宗
青
年
会

総
会
並
び
に
研
修
会
が
、
平
成
６
年
６
月

７

・
８
日
両
日
に
わ
た
り
、
箱
根
湯
本
の

ホ
テ
ル
河
鹿
荘
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

大
会
テ
ー
マ
は
、
「安
心
」
―
生
命
の

尊
さ
と
心
の
安
ら
ぎ
―
。
生
命

（
い
の
ち
）

を
取
り
巻
く
問
題
が
い
ろ
い
ろ
と
取
り
沙

汰
さ
れ
て
い
る
今
日
に
あ

っ
て
、
我
々
浄

土
宗
青
年
僧
侶
の
責
務
と
共
動
指
針
を
模

索
す
る
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
た
３

実
際
の
研
修
で
は
、
女
優
の
藤
村
志
保

先
生
、
ピ
ー
ス
ハ
ウ
ス
ホ
ス
ピ
ス
の
チ
ャ

プ
レ
ン
で
あ
る
斉
藤
武
先
生
、
真
言
宗
豊

山
派
西
明
寺
住
職
の
田
中
雅
博
先
生
を
お

招
き
し
て
講
演
を
賜

っ
た
．
以
下
、
そ
の

内
容
を
振
り
返

っ
て
み
た
い
。

浄青神奈川 く4〉 22号

藤
村
先
生
は
、
女
優
で
あ
ら
れ
る
事
は

周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
腎
臓
移
植
推

進
運
動
に
誠
意
参
加
さ
れ
て
お
り
、
自
ら

も
腎
バ
ン
ク
に
登
録
な
さ
れ
て
い
る
。
腎

臓
移
植
を
受
け
た
人
達
と
臓
器
を
提
供
し

た
側
の
家
族
と
の
出
会

い
を
通
し
て
、
こ

の
問
題
を
中
心
に
講
演
さ
れ
た
。

「
出
会

い
」
―

い
の
ち
の
尊
さ
―

１０
年
前
、
腎
臓
移
植
を
受
け
た
人
達
の

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
参
加
し
た
折
、
真

夏
の
炎
天
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
躍
動
し
汗

を
か
く
こ
と
に
こ
の
上
無
き
喜
び
を
感

じ
、
腎
臓
移
植
を
受
け
た
日
を
第
２
の
誕

生
日
と
す
る
人
達
と
出
会
い
、
深
い
感
銘

を
得
た
。
慢
性
腎
不
全
の
患
者
は
汗
を
か

く
こ
と
が
な
い
。
週
数
回
の
人
工
透
析
を

受
け
な
け
れ
ば
生
き
て
は
行
け
な
い
。
成

長
期
に
あ
る
小
児
の
場
合
は
身
体
の
発
育

が
そ
こ
で
ス
ト

ッ
プ
し
て
し
ま
う
と
い
う

苦
し
み
を
背
負

っ
て
い
る
。
現
代
医
学
で

は
腎
臓
移
植
し
か
治
療
法
が
な
い
。

日
本
の
場
合
は
、
健
常
者

（主
に
親
子

兄
弟
と
い
っ
た
家
族
）
の
片
方
の
腎
臓
を

移
植
す
る
ケ
ー
ス
が
約
８
割
、
残
り
は
死

亡
し
た
人
か
ら
の
提
供
で
あ
る
。
こ
の
比

率
は
欧
米
と
比
較
す
る
と
全
く
逆
で
あ

る
。
数
的
に
見
て
も
腎
臓
バ
ン
ク
の
登
録

数
や
亡
く
な

っ
た
人
か
ら
の
移
植
手
術
件

1翻瞬

習

一

藤村 志保 先生

数
は
欧
米
と
比
べ
て
ま
だ
ま
だ
少
な
い
現

状
で
あ
る
。

臓
器
移
植
と
い
う
善
意
に
よ
る
無
償
の

行
為
が
、
生
命
を
リ
レ
ー
し
う
る
尊
厳
的

医
療
行
為
で
あ
る
と
考
え
る
。　
一
人
で
も

多
く
の
人
々
の
幸
せ
を
願
い
、
生
命
を
存

続
し
て
い
く
行
為
が
、
釈
迦
の
説
く
慈
悲

の
教
え
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

斉
藤
武
先
生
は
、
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の

牧
師
で
あ
ら
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
留
学
及
び

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
病
院
チ
ャ
プ
レ
ン

等
を
経
て
、
現
在
神
奈
川
県
足
柄
上
郡
に

あ
る
財
団
法
人
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
の
ピ
ー
ス
ハ
ウ
ス
病
院

（日
本
初

の
独
立
型
ホ
ス
ピ
ス
）
チ
ャ
プ
レ
ン
と
し

て
活
躍
。
日
本
の
ホ
ス
ピ
ス
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
の
草
分
的
存
在
で
あ
る
。

斉藤

今
回
は
、
ホ
ス
ピ
ス
の
歴
史
を
ふ
ま
え

実
際
の
活
動
を
通
し
て
ホ
ス
ピ
ス
ケ
ア
に

お
け
る
宗
教
家
の
必
要
性
に
つ
い
て
講
演

さ
れ
た
。

「
末
期
患
者
と
そ
の
家
族
の
ケ
ア
」

―
チ
ャ
プ
レ
ン
の
立
場
か
ら
―

ホ
ス
ピ
ス
は
元
来
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え

の
中
か
ら
う
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
教
会

に
お
い
て
医
療
行
為
を
施
し
、
ま
た
亡
く

な

っ
て
い
く
者
を
み
と

っ
て
い
た
。
し
か

し
、
次
第
に
患
者
の
数
に
対
応
し
き
れ
な

い
状
況
と
な
り
、
経
済
的
に
優
位
に
あ
る

者
が
優
先
的
に
ケ
ア
を
受
け
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
は
教
会
に
経
済
的

蓄
積
を
う
み
、
こ
の
事
態
に
脅
威
を
感
じ

た
ロ
ー
マ
法
王
が
教
会
に
対
し
医
療
行
為

の
禁
止
を
命
じ
た
。
こ
れ
が
西
暦

一
六
〇

０
年
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
の
医
療

行
為
は
、
は
さ
み
と
剃
刀
の
扱
い
に
た
け

た
当
時
の
床
屋
が
受
け
継
ぎ
、
専
業
化
さ

れ
技
術
的
に
も
ど
ん
ど
ん
向
上
し
て
い
っ

た
。こ

の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
、
ホ
ス
ピ
ス

が
新
た
に
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て

き
た
の
は
、
い
か
に
医
学
や
医
療
技
術
が

発
達
し
て
も
最
後
に
は

「死
」
を
迎
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
身
体
の
痛
み
よ
り
も
心
の
痛
み
を
ど

う
和
ら
げ
る
か
が
問
題
と
な

っ
て
き
た
の

で
あ
る
。

「気
の
毒
だ
、
か
わ
い
そ
う
だ
、
悲
し

み
、
嘆
き
」
と
い
っ
た
言
葉
は
、
医
学
の

言
葉
で
は
な
く
宗
教
が
か
か
わ

っ
て
く
る
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死
を
勧
め
る
わ
け
で
は
な
い
。

他
者
に
対
し
て
は
慈
悲
を
実
践
す
る
の

が
仏
教
で
あ
る
。

「比
丘
達
よ
　
色
は
無
常
で
あ
る
　
無

常
な
る
も
の
は
苦
で
あ
る
　
苦
な
る
も
の

は
無
我
で
あ
る
　
苦
な
る
も
の
は
我
が
所

有
に
あ
ら
ず
…
」

仏
教
の
理
想
を
実
践
し
た
い
と
願
う
僧

侶
は
、
身
体
を
我
が
所
有
と
執
着
せ
ず
、

我
が
生
命
終
末
の
時
に
臓
器
の
提
供
を
願

う
の
で
あ
る
ｃ
た
だ
こ
の
場
合
も
僧
侶
が

対
象
で
あ

っ
て
、
人
々
に
対
し

一
律
に
臓

器
の
提
供
を
呼
び
か
け
て
い
る
の
で
は
な

い
。次

に
癌

の
告
知

に

つ
い
て
　
現
在
、
癌

の
治
療
に
用
い
ら
れ
る
抗
癌
剤
が
則
％
有

効
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
　
約
半
数
以
１１

は
た
だ
激
し
い
副
作
用
に
お
か
さ
れ
る
だ

け
で
あ
る
ｃ
こ
う
し
た
点
に
お
い
て
言
え

ば
、
薬
に
よ
る
治
療
を
選
択
す
る
権
利
が

患
者
に
は
あ
る
。
し
か
し
　
一て
の
選
択
を

促
す
た
め
に
は
患
者

へ
の
告
知
が
必
要
な

の
で
あ
る
の
こ
こ
で
大
き
な
問
題
が
あ
る
．

そ
れ
は
日
本
の
ほ
と
ん
ど
の
病
院
に
僧
侶

が
居
な
い
と
い
う
事
で
あ
る
ｃ
こ
れ
は
、

僧
侶
の
怠
慢
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
医

学
は
生
命
の
延
長
を
問
題
と
す
る
の
で
あ

り
、
如
何
に
生
き
る
か
、
「死
」
と
い
う

思
い
通
り
に
な
ら
な
い
問
題
こ
そ
が
、
仏

教
の
根
本
問
題
だ
か
ら
で
あ
る
ｃ

最
後
に
僧
侶

へ
、
壇
家
の
方
に
リ
ビ
ン

グ

・
ウ
ィ
ル
を
書

い
て
も
ら
う
事
を
提
案

し
た
い
。
そ
れ
に
よ

っ
て
本
人
の
意
志
に

則
し
た
ケ
ア
を
提
供
す
べ
き
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

以
上
が
、
第
２２
回
関
ブ

ロ
大
会
に
お
け

る
諸
先
生
の
講
演
内
容
で
あ
る
。

こ
こ
で
お
断
わ
り
し
た
い
の
は
、
私
が

甚
だ
浅
学
を
顧
み
ず
、
主
観
的
に
要
約
し

た
も
の
で
、
本
来
の
講
演
内
容
に
不
的
確

な
点
が
あ
る
や
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、

あ
え
て
私
が
筆
を
取

っ
た
の
は
、
『浄
青

神
奈
川
』
の
紙
面
を
埋
め
る
た
め
で
も
な

く
、
編
集
委
員
会
の
接
待
を
期
待
し
た
た

め
で
も
な
い
。
今
回
の
大
会
を
２
日
間
限

り
の
単
な
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
終
ら
せ
た

く
な
い

一
心
か
ら
で
あ
る
。
内
容
的
に
も

我
々
僧
侶
が
避
け
て
通
れ
な
い
直
面
し
た

問
題
で
あ
る
。
同
時
に
浄
土
宗
の
根
幹
で

あ
る
念
仏
の
教
え
を
こ
れ
ら
の
問
題
に
照

膊l口鶉
ら
し
合
わ
せ
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
展
開

し
て
い
く
べ
き
か
、
今
後
の
取
組
を
期
待

し
て
止
ま
な
い
。
こ
の
点
を
御
汲
み
頂
き

不
都
合
な
点
を
ご
容
赦
願
う
と
共
に
ご
指

摘
を
た
ま
わ
り
た
い
。

い
け
ら
ば
念
仏
の
　
功
つ
も
り

死
な
ば
浄
土

へ
　
ま
い
り
な
ん

と
て
も
か
く
て
も
　
此
の
身
に
は

思
い
わ
ず
ら
ふ
　
事
ぞ
な
き

と
思
ひ
ぬ
れ
ば
　
死
生
共
に

わ
ず
ら
ひ
な
し

十
念
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あ
の
人
は
今

壺

中

の

天

京
浜
組
Ｏ
Ｂ
　
森
本
　
祐
康

毎
年
の
施
餓
鬼
会
の
随
喜
が
楽
し
み
な

寺
が
あ
る
。

そ
の
寺
は
ま
る
で
孤
島
の
よ
う
に
ビ
ル

の
谷
間
に
埋
も
れ
、
昔
な
が
ら
の
町
並
み

や
、
互

い
に
心
の
通
い
合
う
よ
う
な
生
活

は
微
塵
も
感
じ
さ
せ
な
い
。

し
か
し
、
そ
の
寺
の
い
つ
も
の
仏
間
に

は
、
鎌
倉
期
と
思
わ
れ
る
古
仏
が
安
置
さ

れ
、
古
伊
万
里
や
古
瀬
戸
の
花
器
に
野
の

花
が
さ
り
気
な
く
生
け
ら
れ
て
、
ひ
と
と

き
の
安
ら
ぎ
と
と
も
に
、
家
人
の
心
の
暖

か
さ
が
伝
わ

っ
て
来
る
。

茶
道
具
や
古
美
術
品
は
、
代
々
そ
れ
を

所
持
し
大
切
に
扱

っ
て
き
た
人
々
の
心
が

そ
こ
に
表
れ
て
く
る
も
の
だ
が
、
特
に
仏

像
は
そ
の
傾
向
が
強
い
。

こ
の
仏
像
は
何
と
い
う
仏
様
で
す
か
と

問
わ
れ
た
あ
る
住
職
が
、
「私
は
仏
像
の

専
門
家
で
は
な
い
の
で
わ
か
り
ま
せ
ん
」

と
答
え
た
と
い
う
話
は
例
外
と
し
て
も
、

大
切
に
さ
れ
、
信
仰
さ
れ
拝
ま
れ
て
き
た

仏
像
は
、
い
つ
し
か
そ
の
心
が
表
れ
て
く

る
も
の
で
あ
る
。

寺
に
生
ま
れ
、
幼
い
時
か
ら
古
い
物
に

囲
ま
れ
て
育

っ
た
私
に
と

っ
て
、
そ
う
し

た
も
の
に
興
味
を
持

つ
の
は
む
し
ろ
自
然

の
事
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
仏
様
は
い
っ
た
い
い
つ
頃
の
ど
う

い
う
仏
様
だ
ろ
う
か
、
こ
の
焼
物
は
、
こ

の
絵
は
な
ど
と
調
べ
て
い
く
う
ち
に
、
自

然
と
自
分
の
ま
わ
り
に
そ
う
し
た
も
の
が

集
ま

っ
て
き
た
、
と
い
う
の
が
い
ま
の
実

感
で
あ
り
、
縁
と
い
う
事
に
つ
い
て
し
み

じ
み
と
思
い
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。

自
坊
に
茶
道
教
室
を
開
設
し
て
五
～
六

年
、
平
成
六
年
度
か
ら
は
区
の
生
涯
教
育

活
動
に
参
加
し
、
年
に
七
回
の
講
座
を
開

催
す
る
事
に
な
り
、
そ
の

一
環
と
し
て
今

年
の

一
月
に
は
約
四
十
五
名
を
招
い
て
初

釜
の
茶
会
を
行
な
う
事
に
な

っ
た
。

茶
道
を
習
い
は
じ
め
て
数
年
、
自
信
も

腕
前
も
無
い
身
で
は
あ
る
が
、
茶
道
の
先

生
の
強
い
す
す
め
と
、
開
催
前
の
特
訓
に

よ
り
、
厚
か
ま
し
く
も
亭
主
を
つ
と
め
る

事
に
な

っ
た
の
は
若
気
の
至
り
？

今
ま
で
収
集
し
て
き
た
道
具
を
使

っ
て

の
お
手
前
に
、
茶
杓
を
持

つ
手
の
多
少
の

震
え
を
覚
え
た
が
、
な
ん
と
か
ご
ま
か
し

無
事
終
わ
る
事
が
で
き
た
の
は
、
普
段
の

行
い
の
良
さ
が
で
た
と
は
自
画
自
賛
も
い

い
と
こ
ろ
か
。

因
み
に
当
日
の
茶
会
記
は

（略
）

床花
入

香
合

釜水
指

薄
器

茶
杓

勝
山
筆
　
禍
福
　
横

一
行

（阪
神
大
震
災
を
お
も
い
）

古
銅
奥
斗
型
　
花
　
梅
　
水
仙

交
趾
亀

阿
弥
陀
堂
　
　
　
　
敬
典
造

古
伊
万
里
　
染
め
付
け

卵
殻
象
眼
鶴
文
棗
　
定
治
造

小
堀
遠
州
作
　
　
銘

　

一
会

安
田
是
誰
筒

茶
碗
　
　
李
朝
　
魚
々
屋
　
銘
　
小
杉

替
　
　
　
白
楽
　
了
入
造
　
銘
　
寿

色
絵
薩
摩
　
　
　
銘
　
羅
漢

菓
子
器
　
色
絵
金
蘭
手
　
大
明
嘉
靖
年
製

鼠
志
野
刷
毛
目
　
　
桃
山
時
代

古
九
谷
　
　
　
　
　
士
口
田
屋

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
時
代
、
バ
ー
チ
ャ

ル
リ
ア
リ
テ
ィ
の
時
代
に
、
仮
想
と
現
実

の
区
別
が
つ
か
な
く
な
り
、
本
物
を
見
る

目
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
今
日
、
今
回
の
茶

会
に
よ

っ
て
本
物
の
持

つ

″何
か
″
を
参

加
者
全
員
が
感
じ
取

っ
た
様
子
で
、
実
際

に
自
分
の
目
で
見
、
触
り
、
使

っ
て
体
験

す
る
事
の
大
切
さ
を

つ
く
づ
く
思
い
知
ら

さ
れ
た
。
宗
教
も
同
じ
こ
と
。

空
、
も
の
に
と
ら
わ
れ
る
な
、
執
着
を

断
て
と
は
仏
家
の
教
え
、
し
か
し
な
が
ら

未
だ
に
も
の
に
こ
だ
わ
る
の
は
不
徳
の
致

す
と
こ
ろ
。

少
な
く
と
も
、
先
祖
供
養
を
説
く
身
で

あ
れ
ば
、
代
々
伝
わ

っ
た
も
の
を
大
切
に

扱
う
事
は
当
然
の
こ
と
。
た
だ
自
分
は
次

の
代
に
無
事
に
伝
え
て
い
く
事
が
使
命
と

思
い
日
々
精
進
の
み
。
　

枕
元
に
古
信
楽

桧
垣
文
う
ず
く
ま
る
壺
を
置
き
、
夜
中
に

そ
れ
を
見
な
が
ら
、
心
な
し
か
頬
の
ゆ
る

む
は
気
が
触
れ
た
か
、
ま
さ
に
壺
中
の
天

地
の
心
境
。

そ
こ
に
あ
る
だ
け
で
心
が
和
む
と
い
う

の
は
い
い
も
の
。
自
身
も
そ
う
な
り
た
い

と
願
う
が
ま
だ
先
の
話
。

と
も
か
く
も
、
炭
火
に
鉄
瓶
を
置
き
、

湯
を
沸
か
し
て
茶
を
た
て
る
と
い
っ
た
、

テ
ン
ポ
の
ゆ
る
い
生
活
の
リ
ズ
ム
を

つ
く

る
こ
と
が
今
の

一
番
の
願
い
で
は
あ
る
。

編
集
後
記

今
年
は
年
頭
よ
り
阪
神
大
震
災
を
始

め
、
オ
ウ
ム
真
理
教
関
連
事
件
で
暗
い
上

半
期
で
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
私
は
風
邪
で
毎
月
の
よ
う
に
倒
れ
て

い
ま
す
。

（因
み
に
今
こ
の
後
記
を
書

い

て
い
る
時
も
前
の
日
の
大
雨
に
当
た
り
つ

ら
い
で
す
。
）

小
山
君
は
私
に

「全
部
書

い
て
ネ
）
」

と
無
理
矢
理
私
が
ふ
ら
ふ
ら
に
な
り
な
が

ら
書
い
て
い
る
状
況
で
す
。
早
く
こ
ん
な

仕
事
を
片
付
け
て
、
ブ
ル
ー
ス

・
カ
ー
ニ

バ
ル
や
Ｔ

・
Ｔ

・
Ｄ
の
ラ
イ
ヴ
を
見
に
行

っ
て
気
分
転
換
で
も
し
た
い
と
思

っ
て
ま

す
。


